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付属資料 4 議事録 

 

11 月 26 日（土） 

JICA 事務所打合せ（14:30～17:00） 

面談者：蔵方主席駐在員、涌井職員、中山企画調査員、Babak Samiei（JICA Program Officer） 

【調査方針】 

①復興の現状を踏まえた調査内容の再検討、②イラン国と日本国の技術の共存、③地下水に関

する調査の分離、④カナートのインベントリー作成と実証調査の 4 点とする 

【エネルギー省について】 

ステアリングコミッティーに取り入れる。 

【署名について】 

S/W の JICA 側の署名は団長とする。 

 

11 月 27 日（日）  

在イラン日本国大使館表敬訪問（9:00～10:00） 

面談者：石岡書記官 

【調査方針】 

地震発生後から 2 年弱経っており調査の調査にならない様に留意する。 

イラン国側の調査への要望は実証調査等による新しい技術の提案。根本的に新しい技術を導入

するのでなく、伝統的技術＋αのものを提案する。 

【エネルギー省との関わりについて】 

エネルギー省はカナート技術の構築、水資源を扱っており、また、カナート国際センターの点 

から加える。 

【調査用資機材】 

調査資機材の購送について留意をし、禁輸資機材については現地調達とする。 
 

UNESCO とのカナートに関する意見交換（11:00～12:00） 

面談者：Mr. Abdin SALEH（Director/Rep. of Cluster Office）  

【ユネスコについて】 

Mr.Abdin からイラン、アフガニスタン、パキスタン等各国を担当する当クラスター事務所の業務

概容（教育、科学、文化、社会科学、コミュニケーション）、カナート研究のアプローチ（科学

は水を、文化は文化遺産）、カナートに関する事業（International Inst. for Ghanat、カナート職人の

トレーニングセンター、カナート国際会議；ケルマン）について説明があった。 

【ユネスコにおけるバム支援の方針】 

バムの修復は考古学的、水利工学的、社会経済的、環境的から多角的に調査研究しつつ実施する。

また、バム地域では持続可能なカナートの利用が求められている。  

【バム地区の世界遺産の範囲】 

Arghe-Bam とバム市の指定域内では 7m 以上の建物は禁止されている。カナートの修復は生計の

付属資料 4  議事録（メモ）
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ために必要であり、建設方法や使用材料を近代化するのは問題ない。新しい技術の導入について

問題はない。 

【ユネスコとの連携】 

今後情報の交換を密にして必要に応じて連携する。 

 

農業開発推進省への表敬訪問・S/W（案）説明（13:00～15:00） 

面談者：Dr.M.Rajabbaigy（DG. IROB）、Mr. A. Zare（DG.AWRDCO）、Mr.M. Barahimi（同局）、Mr. 

R.Etamadfard（土・水総局、次長）、Mr. M.A.Yazdani（Chief Specialized Agencies Office, IROB）、

Mr.Hossein Askari（同部、Senior Expert/JICA Counterpart）、Mr. A.Rezaeinejad（ケルマン州

農業開発推進局、Senior Expert in Soil and Water）  

＜概要＞Dr.Rajabbaigy より調査団へ歓迎の挨拶があった後、土居団長が挨拶と事前調査の概要と

方針の説明を行った。 

【カウンターパート】 

イラン側担当は MOJA（ジハード農業省）であり、本省は IROB と土/水総局（特に農業用水開発・、

利用最適化局）、地方はケルマン州農業開発推進局が主管となる。 

【調査内容】 

本格調査の対象はカナートに限定せず、灌漑・農村開発も含め、農民の生活面の向上を含む提案

をする。 

【イラン、バムの農業・灌漑事情】 

イラン国側よりカナート関連の以下の統計を用いてイラン、バムの灌漑農業について説明。 

【要望事項】 

イラン国側より本調査実施において以下について要望。 

・カナートはその水資源を守るために一定の流域を制限地域として保護する必要がある。実証調

査にあたっては、このことを前提に総合的に考えて実施する必要あり。 

・深井戸、半深井戸数は 945、その利用水量は 420 MCM。本格調査では水量、水利権も調査す

る必要あり。 

・パイロット事業のサイトの決定に参加希望。その際水量も水質も調査必要。 

・水量の維持・修復に留まらず増加まで考慮して欲しい。 

・農民の参加も考慮して欲しい。最終的に農村開発に繋がる計画を策定して欲しい。他の地域へ

普及できるモデルを作って欲しい。 

【S/W の説明】 

事前調査の日程を説明し、S/W 協議の日程を確定。 

【本格調査実施時の要望】 

イラン側は既に情報資料は充分あると説明。実証調査期間を延長する様に依頼。 

 

エネルギー省への表敬訪問・意見交換（16:00～18:00） 

面談者：Dr. Ali R. Daemi（General Director, Water Planning Bureau, Water Resource Management=WRM）、

Mr. Fallah Rastegar（Deputy of Manager Irrigation & Drainage）、Mr. M.Hobberatan（Water 

Planning Bureau,WRM）、Mr. A.K.Dazfuli（同）、Dr. M.Salari（Kerman Regional Water Board=
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上水局研究部）、Mr. H.Zeraatka（同）、染谷専門家 

＜概要＞土居団長よりあいさつと調査の概容と重点の説明、協力依頼が行われた。 

【エネルギー省の要望】 

エネルギー省より地震以来 2 年、カナートは殆ど修復したが、カナートシステム全体の復興を一

緒に実施したいとの要望があった。本格調査ではステアリングコミッティーに入ってもらうよう

依頼。 

【実証調査】 

イラン国側より、実証調査において地下水モニタリング、節水灌漑、地盤沈下を取り入れる様に

依頼があった。 

 

11 月 29 日（火）  

ケルマン州農業開発推進局との表敬・意見交換（8:00～10:00） 

面談者：Dr.Takalloozadeh Hadjimohammed（Director, ケルマン州農業開発推進省土・水部）、

Mr.Abolghasem Seyfollami（同）Amanolah Ehsani（Director, バム農業事務所土・水課）、

Gholamreza Bahrami（専門家）  

【調査の範囲】 

ケルマン州より Mr.Burahimi & Dr. Takalloozade: S/W にある調査の範囲を質問し、バム市周辺では

なく農村部を含む行政単位であるバムのタウンシップ全体（19,000km2） にして欲しいとの要望

があった。 

【基礎情報】 

以下の基本情報について説明がなされた。 

［カナートの戸籍］ 

カナートの戸籍につての説明。長さ、流量、深さ、灌漑面積、利用者の数、水代等を各カナート

に関して 調査し、記入したもの。流量は 2～3 年間の平均。バムについてもバム農業事務所に存

在し、コピーを提供できるはずだが、全体では 1,000 頁にも及ぶ。 

［バムの農業］ 

・人口は地震前の 193,000 人から 153,000 人に減少 

・生産額第 1 位～4 位はナツメヤシ、アルファルファ、カンキツ類、その他（Henna 等） 

・カナート数－441 本、内干上がったもの 68 本、利用できているもの 373 本（総水量は 475 MCM） 

・地震により 30 本のカナートが崩壊したが現在までの緊急的対応により修復した。 

・畑作面積－23,000ha（アルファルファ－12,000ha、小麦・大麦－7,000ha 等） 

果樹園面積－30,000ha（ナツメヤシ 19,000ha、カンキツ類－7,000ha、その他（ザクロ、ブドウ等）） 

・畜産はケルマン州で最も生産量が多い。 

・気候は乾燥し、年雨量は 60mm、年によって 8～10mm のこともある。特に 8 年前から雨量が減

り、旱魃傾向が続いている。 

・1998 年のエネルギー省との合意により、以下の様になった。 

エネルギー省－水資源管理、給水・取水、ダム灌漑については第 1 次、2 次用水路までの計画、

建設、管理。 
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MOA－農業用水の利用、ダム灌漑の第 3 次用水路以降の計画、建設、管理、カナートの維持管

理・修復、小ダムや堰・頭首工・ポンプステーションの建設・修理・管理。 

7 年前までは農民達がカナートの維持管理を行っていたが、今は予算の制限内において 70％の

コストは政府が負担し、30％を農民達が負担する。 

【カナートの修復状況】 

イラン国側よりカナートの浚渫を中心に修復を進めているが不十分との説明があった。カナート

1 本毎に工事の内容を記録している。カナートの利用者については、戸籍には無いが、地震で被

害を受けたカナートについては、被災後に調査をし、利用者名等のより細かいデータがある。バ

ムの農業事務所長（エヘサニ氏）による協力が可能。 

 

ケルマン州上水局への表敬・意見交換（10:30～12:30） 

面談者：Nikdel-E（ケルマン州上水局、H Zeraqtkar（ケルマン州上水局）地下水担当、A Tayebiyan 

（ケルマン州上水局）表流水担当 

＜概要＞団長よりあいさつと調査の概要の説明と協力依頼があった後、調査項目についての聴き 

取りを行った。  

【要望事項とそれらへの応答】 

イラン国側より以下の要望が寄せられた。 

・水資源の課題は、下がりつつある地下水位をいかにして元に戻すか、である。バム地域全体で

は地下水資源の過剰な利用が進みつつあるので、流域全体への悪影響がある。本格調査ではバ

ム流域全体の水源涵養を考えて計画策定をして欲しい。 

・カナートの将来が不安。カナートが存続できる様な技術提案が欲しい。 

【地下水の規制 】 

イラン国側より地下水位低下の防止策として井戸の登録規制を行っていることを説明。 

 

展示用カナート訪問（14:00～15:00） 

面談者：ケルマン州農業開発推進局、エネルギー省、農業開発推進省、調査団 

＜概要＞竪坑・横坑等のカナートの構造の説明がケルマン州農業開発推進局よりあった。その後、

カナートの中に入り構造を見学。 

 

バム県農業事務所への表敬・意見交換（18:00～19:30） 

面談者：Amanolah Ehsani（Director, water & soil）、Dehjani Mohammd（Director, water & soil）、Mohsen 

Faramarzper（Expert in Qanat）、Abbas Badrabadi（Expert in Pipe）、Naser Nasr（Exper in Garden）、

Gholamreza Bahrami（Expert）、R.Estemadfard（Soil & Water Deputy）  

＜概要＞あいさつと調査の概要の説明と協力依頼があった後、調査項目の確認、翌日の調査予定

の協議を行った。 
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11 月 30 日（水） 

バム知事への表敬訪問（8:30～9:00） 

面談者：バム県知事 

＜概要＞バム知事より調査団へ感謝の意が述べられた後、土居団長が調査の目的・方針、Mr.ブラ

ヒミ（MOJA）が本調査のこれまでの経緯、内容について説明を行った。 

 

バム復興事務所への表敬訪問（9:00～9:30） 

面談者：Mr.Dehghan （Head of Reconstruction Org, Bam）、Mr.Keshavarz（Deputy of Reconstruction Org,  

Bam） 

＜概要＞土居団長から調査の目的・方針が述べられた後、Mr.Keshabarz より事務所のこれまでの活

動が説明された。 

Mr.Keshavarz よりこれまでの日本国政府及び NGO の修復活動への感謝があった。修復活動として、

役所と共に住宅、インフラの再建、上水道の整備を行った。バム経済は農業が中心となっている

ため、早期復興と更にバムが発展することを希望。 

 

現地踏査（10:00～17：00） 

・カナート修復状況視察（ショハナバード、イサビエ、ミルザイー、パーカム） 

・農園視察（カナートの流量が減少したため、井戸水を購入） 

 

12 月 1 日（木） 

現地踏査（8:30～12:30） 

・カナートの修復状況視察（エイシャバード、ソブハナバード） 

・水利組織幹部から現状について聞き取り 

・ナツメヤシ冷蔵施設見学 

・農園視察 
 

12 月 3 日（土） 

農業開発推進省への質問票回収（10:00～11:00） 

面談者：Mr. アスカリ 

・情報の提供依頼 

・日本国側がまとめた M/M の案をイラン国側の関係者へ提示。イラン国側の意見を明日までにま

とめるよう依頼。 

・S/W 案についても、意見をまとめるように依頼。 

 

エネルギー省への質問票回収（11:00～12:00） 

面談者：染谷専門家 

・質問表の情報収集 
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12 月 4 日（日） 

S/W 協議 農業開発推進省（10:00～17:00） 

・S/W 協議 

・情報収集 

 

12 月 5 日（火） 

S/W 協議 農業開発推進省（10:00～17:00） 

・S/W 協議 

・情報収集 

 

12 月 6 日（水） 

S/W 署名（11:00～12:00） 

・S/W 署名式 

  

12 月 7 日（水） 

Bam 市北方郊外 Espikan 村訪問（8:00～11:30） 

農民からの聞き取り：カナートの被害、修復状況、政府の支援、ドナーの支援、農園の経営状況、

畜産の被害・改良畜舎見学 

・日本国の NGO からの情報で貧困地区と紹介されたバム北方の村（Espikan）は壊れかけた土塀を

巡らした農園が続く。 

・同村ではスイス国の MEDAIR のカナート修復プロジェクト、CARITAS の村落雇用（37 戸の住

宅再建）プロジェクト等が実施された。 

・道路脇の用水路は住宅財団によってコンクリートのブロックで修復されつつある。 

・聞き取りを行った農家は畜舎が壊れたが政府の援助（5 割）により屋根の軽い耐震モデルのも  

のを新築した。家畜数は羊 4 頭、鶏 50 羽等。 

・NGO によって修復されたカナート（Fatemieh）は、水量の回復は５割程度。用水路がライニン

グしてないので水が届くのに時間がかかり（1km の流下に 30 分という場合もある）、漏水も多

い（出口から農園までに半減）。 

・井戸の新規採掘は禁止されているため、2ha あるナツメヤシ園は水が不足しており、労働力も足

りず、昨年は収量が 1/3 に、今年も 5 割減。堆肥の価格が高騰（地震前の 4 倍）し、化学肥料に

頼らざるを得ない状況にある。 

 

Bam 市西方郊外 Islamabad 村視察（12:30～14:30） 

農民からの聞き取り：畑作・小麦作の経営状況、表流水による灌漑状況・用水路の漏水の様子視

察、畜産・酪農経営・乳牛の品種改良 

・小麦が 200～300ha 程度栽培されている。Aduri 川の水が 2005 年の 2 月から 7 年振りに流れはじ

め、その利用権を持つ農民（300 人）が小麦の栽培を行なっている。旱魃前は現在以上の小麦・

アルファルファが栽培されていた。 
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・畑作経営は刈分小作（投入材と機械賃耕料も半々持ちで地主と 50:50 で分け合う）が行う事例も

見られる。 

・東西方向に作られた用水路はカナートと同様にライニングは無く、曲がりくねり、漏水が酷く、

効率は悪い。灌漑方法は水盤で、畑から畑へとかけ流しとなっているところも多く、水口付近

はかなり広い範囲の麦が砂に埋もれている。 

・種はハイブリッド種も出回っているが、自家採種が主である。この周辺は園芸農業が少なく、

小麦や飼料のアルファルファの栽培が主で、酪農が盛んである。堆肥が充分あるので、高価な

化学肥料は使用していない。 

・牛舎が地震で壊れた場合、MOJA が全額を出して再建している（5 割補助の場合もある）。 

 

12/8（木） 

Bam Township Task force Office（Township Office 内）訪問（8:30～9:00） 

Engineer Mr.Seddaghi に表敬ドナーの支援状況のデータ収集依頼 

 

州農業開発推進局訪問（9:15～13:15） 

農業普及課長 Mr.Zaboli 及び同席の農民から聞き取り： 

・農業普及課の組織と活動内容—６部門に担当が分かれており、各部門に担当が 1 人配置。 

・普及されつつある新技術の内容 

ナツメヤシ試験農場（Bam、Narmasir）の活動 

ナツメヤシ経営の実状・灌漑方法・品種の特性・虫害・施肥・収穫・加工・貯蔵・販売 

 普及スタッフは 5 つのサービスセンターに配属されており、そこでのトレーニングコースの運

営が主な活動。センターは農業開発推進局の出張所であり、7～8 人からなるが、普及員は各セン

ターに一人ずつ、車はセンターに１台であり、十分に農家への営農指導は困難である。 

 

Bam 東南部の地震被害の少ない Barvat,Rudab 地区の農村視察（15:30～17:30） 

バム市から約 20km 南東の Rudab 地区に点在する村々。 

家や土塀の地震による被害は見られなかった。バムと比較して低地で、地下水位が高いため、

雑草が多く見られた。ナツメヤシ園の外側にも畑が広がり、アルファルファ、小麦等が栽培され

ている。 

 

12/9（金） 

Bam 北部北西部 Espikan 地区の農村視察（10:30～12:00） 

東部では農園の全体ではなく、若い樹の周りだけを水盤灌漑する方法（Mr.Mehran によればリボ

ン灌漑と呼ばれる）が行われている。 

 

12/10（土） 

Bam Township Task force Office 訪問（8:30） 

資料受け取り。UNDP、World Vision 等、6 組織がカナートの修復を行ったが、ほとんどは現地

のカナート職人を雇い、伝統的技術によるカナートの浚渫・崩落部分の修復を実施した。 
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Bam Agricultural Research Station 訪問（11:30～13:30）  

所長 Eng. R.Damghani よりナツメヤシに関する試験研究活動について事情聴取。 

1) 人員・資機材が不十分。 

2) 虫害（Oryctes Elegans）は生産量で 30～40％の被害を与える程の脅威。 

3) 多収性、耐寒性、樹高など必要な遺伝子を取り入れた品種の開発研究、組織培養を利用した優

良苗の生産、普及等に取り組む体制がない。 

 

近郊農村 Islamabad 訪問（14:30～17:00） 

水利組織幹部からカナート管理状況、修復に伴う諸問題、改善への要望事項や新技術の提案等

について聞き取り・意見交換。 

・水利組織は、現在余震の影響で水の止まっている Eishabad,Sobhanabad の組織である。 

・用水路特に支線の修復は一部の利用者しか関係せず、しかも水代を支払わない者がいるため、

Abiyaaru は組織全体のために働くというより、報酬を払ってくれる者に対してだけサービスを提

供している。 

 水利組織のメンバーで、モガニーでもある農民からカナートの修復方法に関して以下の提案を

受けた。 

①カナート導水抗のライニングに用いる Keval の材料はプラスチックが良い。軽く、若干の柔軟性

があるため余震にも耐える。Keval が幅 20cm なのに対し 40cm でも可。トンネル内をのりで接

着すれば漏水も無く作業も容易。 

②導水抗の直線部には Keval より長いプラスチックのパイプの利用が適している。上述と同様の理

由に加え、メンテナンスが容易、また安価である。 

 

12/11（日） 

Azizabad Service Center 訪問（9:00～10:00）  

所長の Mr.Musazado と 8 人のスタッフ（次長、営農、普及 2 人、作物防除、土/水担当、女性担

当等）から活動状況の聞き取り。この地域は井戸による灌漑が多く、バブラー灌漑が普及してい

る（800ha）。畜産（酪農）も重要産業となっている。地震による被害は余り無く、ナツメヤシやカ

ンキツ類の病虫害等に関するトレーニングクラス等をかなり活発に実施している。 

 

Naser Khan 農園見学（10:15～11:30）  

上述サービスセンターが農園と共同で実施中の展示プロットを見学。 

【ナツメヤシとカンキツ類に対する節水灌漑方法（ドリップ、バブラー灌漑）】 

ドリップ灌漑は樹の周囲（樹から 1～1.5m の距離）に直径 1.5cm のポリエチレンパイプを円形

に這わせ、パイプに直角に取り付けられた 3～4 個のノズルから連続的に灌水を行っている。農園

中に直径 7～8cm の鉄パイプが敷設されており、井戸のポンプをスタートさせると水圧がかかり、

途中のタップの開閉によって支線であるポリエチレンパイプに導水される仕組み。このシステム

の最大の問題はノズルが化学物質の析出でつまりがちであり、人力でのノズル清掃が労働コスト
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増となっており、この個人農園では労力不足のため結果的にナツメヤシへの水供給不足が若干見

受けられ、ナツメヤシの収量にも影響が見られる。その点ノズルも無く水量も傘部分のつまみで

調整できるバブラーは問題が無い。理論上必要灌水量がやや増えるという点は欠点であるとして

も（実験結果では水盤灌漑の 1/3 の灌水量で済むドリップに対し、バブラーは 2 割程度多くなる－

am Agricultural Research Station）。 

 

Mr.Atayee（農園主）のビニールハウス（キュウリ栽培）見学（11:45～12:45） 

ドリップ灌漑と冬期間のキュウリ栽培事情を聴取。 

資材の高騰、輸入種子の価格（1 粒 1,000 リアル＝2,000US$/ha）等が大きな負担となっており、

生計が苦しい。 

 

手工芸生産協同組合を訪問（13:00～13:30） 

柳の枝による籠編みを見学。8 人の女性達がハマダンから取り寄せた柳の枝で花屋向けの籠を作

成。サービスセンターの指導で、農村女性の生計向上を目的に組織され活動が行われている。 
 

12/12（月） 

バム農業事務所訪問（8:30～10:30）  

Mr.A.Ehsani（局長）、Mr.Dehkani（土・水課長）から聞き取り。 

 

Rahmanieh 村訪問（11:00～12:00）  

標高が高く（バムより 2～300m 高い程度か）、気温が低いのでナツメヤシ栽培には向かないので、

アルファルファ・小麦等の畑作、ザクロ、アーモンドなどの果樹が主作物。 

土塀を巡らした部分は小さく、平原部分に栽培したアルファルファや小麦はまばらで貧弱な作

物で、均平でなく水盤灌漑が行き渡らない畑、圃場の穴や壊れた畦から水が大量に漏れている畑

などが随所に見られた。水が均等にと配分されておらず、水管理不足が目立った。 

農地改革前は地主がカナートを維持しており、改革後は農民が分担金を払わず、40 年間浚渫を

しておらず、一応水利組織はあるが機能していない。水は長い間止まっていたが、政府の支援で

水が出るようになった。 

 

Islamabad 村にて畜産農家訪問（12:30～13:30） 

 聞き取りを行った農家は 7 頭いた牛が 4 頭になったが、畜舎を新築し、酪農を続行している。

飼料はアルファルファと小麦の藁を自給している。山羊・羊は 10 頭。牛は在来種に人工授精でホ

ルスタインをかけた F1 である（乳量の多い牛は 10 /day）。 

次の農家は 40 頭の牛の内牛舎の倒壊により 35 頭を失った。残った 5 頭は売った。多額のロー

ンが残っている。人工授精は農家自身で可能。 

 家畜飼育による糞尿が有機肥料の重要な原料となっており、有機肥料が主に使われている。 

 

12/13（火） 

州農業開発推進局訪問（10:00～12:45） 

Eng.A.Rezaienejad からデータ収集。 
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カナートの戸籍と称する 441 本のカナートの一覧表は入手。また被害を受けた 64 本のカナート

の被害状況の一覧表も入手。地震後の航空写真も CD にコピーしてもらう。 

【バムのカナートの用水路部分の修復状況について】 

幹線水路はおおよそ 1,200km あり、それらのライニングを含むカナート灌漑ネットワーク全体

の改良計画を目下策定中。緊急を要する 51km は、3 種類の方法で修復を終了。 

【カナート修復の内訳とコスト】 

1) コンクリートボックス型ブロックの連結によるもの（カナートの出口をでた水が再び浅   

い地下を通る場合）－15km（コストは施工費とも 600 万リアル/km） 

2) コンクリート U 字溝－18km（コストは同じく 200 万リアル/km） 

3) PVC 管（200mm/250mm）＆ポリエチレン管－18km（150,000/200,000 & 200,000/250,000        

リアル/km） 

上水道にだけ用いられるヒューム管（直径 80cm）を使えばコストは 600 万リアル/km（カナー

トでは使用例無し）。  

この外に住宅財団が街路の側に敷設している方法はやや湾曲したコンクリートのスラブを壁面

として底面をモルタルで塗り水路とするものがある（コストは 300 万リアル/km）。 

 

州農業開発推進局訪問（14:00～16:00） 

Eng.Rezaiehnejad が話したバムカナート全体のネットワーク改良計画はまだ構想段階で、測量か

らはじまる膨大な業務量が必要であり、今は JICA の M/P の結果を待って活かしたい。 

震災被害にあった 64 のカナートについてはイランのコンサル（エルブルーズ社）が現状調査

（2004 年）を行った（前述の報告書）。 

政府のカナート修復予算は 2004 年から年々、300 億、110 億リアルと推移し、2006 年は 200 億

リアルと決定した。 

バム県全体の加圧型灌漑面積は 2004 年に 203ha という統計がある（Narmashir サービスセンター

の 800ha とは大きく異なる）。 
 

12/14（水） 

MPO ケルマン州事務所訪問（8:30～10:30） 

情報収集 

 

Regional Water Authority 訪問（13:50～14:30） 

情報収集 

 

12/15（木） 

州農業開発推進局 土・水部訪問（8:00～9:30） 

バム灌漑施設修復事業報告書（2005.Dec）について入手。 

政府のカナート修復予算は 2004 年 300 億リアル、2005 年 110 億リアル、2006 年 200 億リアルと

決定。 
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MPO 事務所訪問（10:00～11:00） 

カナート・井戸等を含む GIS 情報の入った Bam,Baravat 地区の地図（1:25,000）を入手。 
 

州農業開発推進局 総務部訪問（11:30～12:00）  

Mr.Jamshid Jafari 課長から州・県の組織について聞き取り 

ジハード省と農業省が合併したがまだ組織図はできていない。ジハード省の骨組みに対して若

干の農業省の課が付け加わった。 

 

12/16（金） 

Water Museum（ヤズド）（10:00~14:00） 

Water Museu にて掘削・維持修理や住民の種々な利用の仕方についての情報を収集。ヤズド地域

のカナートの流量は減少傾向にある。 

 

12/17（土） 

Regional Water Resource Authority 訪問（9:00～11:00）  

【地下水位低下への対策】 

   水資源の現状はイラン全体の 600 の流域の内、200 において地下水位の低下があり、井戸等の

利用をもっと厳しくモニターする必要がある。そのための提案として、ポンプを総て電化し、プ

リペイド式にして決まった量しか使えない様にする（実験段階にある）、処理した下水を再利用

する（メシェッドで実験中）、上水・下水とは別の第 3 の水道管を敷設する（コム、アハワズ等

で実験中）等がある。 

【開発調査へのアドバイス】 

・JICA がバムのカナートの修復について M/P 調査を行うならば、まず事務所をバムに置くこ    

と、イラン人の専門家・モガニーと一緒に行うこと、学識在る専門家と経験の豊富な職人の両

者をバランスよく適切に処遇すること。 

・7 人のモガニーから得た情報を基に書いたカナートの本（カナート技術のみならず水管理・農

業経済等、広い範囲が含まれている）が出版予定。 

・カナートの掘削法や導水溝・用水路の材料（パイプやプラスチック等）については伝統的なも

のにこだわる必要はなく、条件にあったものを効率的に使えばよい。 

【カナートの維持管理について】 

農地改革後地主ではなく、農民が管理の主体となり、維持管理費が十分集まらないため、管理

状態が極めて悪化した。近年、政府が補助金を出して、維持管理を支援するようになったが、政

府の管理下に置くべきではなく、農民が管理する必要がある。農民の意欲を盛り上げ有効に機能

する水利組合を育成が必要。 

【開発調査への支援】 

JICA の本格調査に際しては是非協力するので連絡を密にしたい。部分的に当センターが作業を

分担できることもあるかもしれないし、レポートにもコメントする機会を与えて頂きたい。 

【開発調査への期待】 

坑内作業の安全性向上、事故への緊急救援システム構築、導水抗崩落時の 2 次災害防止のため

の準備体制の構築も重要であり、ぜひM/P でも検討して頂きたい。社会は近代化に向かっており、
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種々な新技術を利用した方がいい。掘削の機械化にも期待している。 

 

Qanat Training Center（Taft 市）訪問（12:00～13:00） 

Eng. Morteza Tafti（Director）から聞き取り。 

【センターの概要】 

2 年制の短大で 2004 年に 40 人の新入生を受け入れ発足した。今年も 40 人、いずれは学年 70

人体制を採る。MOJA、MOE の現役スタッフも各省の指示により入学している。 

学生はヤズドからが最多だが、テヘラン、ケルマン、イスファハン、シラズ等、9 州から来て

いる。来年からはアフガニスタン国政府の依頼で 80 人程度を受け入れる予定。いずれは世界の

カナート保有国から学生を受け入れる計画がある。 

卒業生は、MOJA、MOE に入り、カナート等、地下水資源を担当するが、民間に行き、カナー

トの修復業務に就くものも居るかも知れない。イラン国だけで 3 万を超える利用中のカナートが

あり、総延長は 30 万 km を超えるため、それらの維持改修だけでも仕事は豊富にある。 

事故の統計は採られていないが、モガニーは大抵知っている。あるモガニーの家族はこの 200

年に 17 人を事故で亡くしている。ほとんどは導水路の崩壊と水による溺死、土砂の崩壊で水が

溜まり、その水を抜く時が最も危険である。ガスによるものは 5％程度。 

 

12/18（日） 

MPO 事務所訪問（9:30～11:30） 

コンサルタント・コントラクターのリスト入手。 
 

JICA 事務所（17:00～18:00） 

中山企画調査成員との打合せ 

 

12/19（月） 

Agriculture & Water resource development and Water use optimization office, MOJA を訪問（9:30～11:00） 

面談者：Eng. Masoud Alaei（Technical Deputy）, Mr.Barahimi 

再委託のためのコンサルタント候補のリストアップへの協力依頼。 

 

12/20（火） 

Abgostaran Mihan 社訪問（15:00～16:30） 

面談者：Eng.Mohammad T. Dameshghieh（代表）、Eng.V.R.Sehat、Eng. H. Dehghani 

現在 3 部門（灌漑・排水・カナート部門、上水部門）に 15 人の専門家（技師）を抱えている。

カナートの修復を含む灌漑排水部門が主要業務分野であるが、灌漑施設の合理的利用分野すなわ

ち灌漑を用いた営農や GIS 利用技術も業務の範囲であり、担当専門家もいる。現在、調査と計画

策定の実績があるが、施工管理も実施可能。 
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12/21（水） 

資機材調査 

本格調査で使う機器の価格の見積もりを採る。コンピューターはイラン国内で組み立てたもの

が主である。周辺機器・ソフトウェアは大抵そろっており、GIS のソフトも有り。 

 

UNDP 訪問（14:00～15:00） 

面談者：Ms. Victoria K.Atabaki（バムプロジェクト担当） 

UNDP の Community-based Development アプローチについて、その有効な手段としての Farmer 

Field School について説明。NGO との協力で IPM によるコメ生産を行い成果を挙げつつあるカス

ピ海での経験を活かし、バムでもナツメヤシの害虫駆除について IPM を推進している。 

 

UNICEF 訪問（15:15～16:00） 

バムでは上下水道の修復を行ったが、灌漑施設はタッチしていない。 

 

12/22（木） 

資機材の確認 

電気店、灌漑機器街で見積もりを続行。水中ポンプはイラン国製が中心で、スウェーデン国製

は 10 倍の価格。発電機やガソリンエンジンと一体になったポンプは日本国製が主力。 

 

以 上 
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